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 昨年 12月に実施しました保護者アンケートの集計結果についてお知らせします。 

 保護者の皆様からいただいた貴重な意見を教育活動に役立ててまいります。引き続き、本校の教育に

ご理解・ご協力いただけますよう、よろしくお願いします。 

１…そう思う ２…まあ思う ３…あまり思わない ４…思わない 

 

学

習 

① 児童は約束やきまりを守って生活している。 ② 児童は仲良く遊んだり勉強したりして、楽し

く学校生活を送っている。 

  

③ 児童はあいさつの習慣が身に付いている。 ④ 学校は、新型コロナウイルス感染防止や食物

アレルギーなど、安全対策を行っている。 
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⑤ 児童は基礎的・基本的な学習内容を理解して

いる。 

⑥ 児童は話をよく聞き、自分の考えを話したり

書いたりしている。 

  

学

習 

⑦ 学校は様々な体験活動を通して、児童が 

自ら学ぶ力を育てている。 

⑧ 児童は少人数指導や複数の教員による指

導で、算数の授業内容を理解している。 

  

生

活 

⑨ 児童は ICT機器（タブレット）に興味をも

ち、積極的に活用しようとしている。 

⑩ 児童は健康に気を付けたり、運動に親しんだ

りしている。 
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⑪ 学校は学校・学年だより、HP等で教育活

動を伝えている。 

⑫ 学校は保護者や地域と協力して、教育活動を

進めている。 

  

生

活

／ 

学

校

の

取

り

組

み 

⑬ 児童は「本のたからばこ」の取組（読み聞か

せやおはなし会など）や読書を楽しみにして

いる。 

⑭ 学校は児童一人一人に応じた指導や支援を行

っている。 

  

 
○１４項目中１０項目で９０％以上の方から肯定的な回答をいただいており、残る４項目中３項目についても８５％以上の方から

肯定的な回答をいただいています。 

○「そう思う」という回答を多くいただいている項目は２・４・１０番でした。 

○コロナ禍において、児童が楽しく学校生活を送れていることや健康維持や体力向上について、高い評価をいただきました。感染

防止対策をしながらも、できることを工夫して実施できたことを認めていただきうれしく思います。 

○「あまり思わない」と「思わない」という回答が多い項目は３・１３・１４番でした。 

○３番のあいさつについては、ここ数年、本校の課題として捉えております。今年度のあいさつ運動は６年生全員が交代で玄関や

階段の踊り場などに立ちあいさつするという取組を行いました。来年度も、取組について機会を増やしたり、内容を工夫したり

してまいります。 

○１３番の読書活動については、保護者・ＰＴＡサークル・おはなし泉の皆様から読み聞かせ等にご協力いただいておりました

が、新型コロナウイルス感染防止のため、十分な活動ができませんでした。今後は制限のある中で児童が楽しめる読書活動を模

索していきたいと思います。 

○１４番の個に応じた指導・支援については日本語指導・スクールサポーター・学習支援員を活用して、授業中の支援を行ってお

ります。また、休み時間や放課後に個別の指導を行っております。学習・生活等の相談については担任はもちろんのこと、スク

ールカウンセラーや特別支援コーディネーターが承りますので、お気軽にお声がけください。 

○今年度は運動会やこどもまつりなど、工夫を凝らした形で実施したり、初めてのオンライン授業を行ったりと、感染防止対策を

施しながら教育活動を行ってまいりました。来年度も、この状態が続くことが予想されます。今年度の経験を基に、児童が主体

的に取り組める行事や学習活動を充実させるとともに、児童１人１人がタブレットの使い方に習熟し、効果的な学習ができるよ

う努めてまいりたいと思います。 
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